
令和７年度シラバス（保健体育）     学番10 新潟県立新潟向陽高等学校  

教科(科目) 保健体育（体育） 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館） 

副教材等 なし 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエー

ション・ポリシ

ー 

～卒業までにこのような資質・能力を育みます～ 

①自ら学び、自ら考え、主体的に物事に取り組む力を育成します。 

②様々な人とコミュニケーションを図り、自他を理解・尊重する心を育成します。 

③自己の進路希望を実現できる確かな学力と豊かな人間性を育み、社会に貢献できる力を育成します。 

カリキュラム・

ポリシー 

～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～ 

①多様な選択科目を設定し、得意分野の力を伸ばし、主体的に学ぶ意欲を高める授業を展開します。 

②積極的な ICTの活用や探究的な学びをとおして、思考力、自己表現力、発想力を育む授業を展開します。 

③学校行事、部活動、生徒会活動や外部と連携した学習活動をとおして、自己や他者を理解したり、社会的 

な課題や問題を知る機会を充実させたりします。 

 

 

２ 学習目標         

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生

涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成する。 

 

３ 指導の重点                  

（1）運動の合理的・計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができる

ようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。  

（2）生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や

仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。  

（3）運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違

いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

運動の合理的な実践を通して，運動の

特性に応じた段階的な技能を身に付け

ている。 

運動の合理的，計画的な実践に関する

具体的な事項及び生涯にわたって豊か

なスポーツライフを継続するための理論

について理解している。また，個人生活及

び社会生活における健康・安全につい

て，課題の解決に役立つ基礎的な事項

を理解し、技能を身につけている。 

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実

現を目指して，自己や仲間の課題に応じ

た運動の取り組み方や健康の保持及び

体力を高めるための運動の計画を工夫し

ている。また，個人生活及び社会生活に

おける健康・安全について，課題の解決

を目指して考え，判断し，それらを他者に

伝えている。 

運動の楽しさや喜びを深く味わうことがで

きるよう，運動の合理的，計画的な実践

に主体的に取り組もうとする。また， 個人

生活及び社会生活における健康・安全

について関心をもち，意欲的に学習に取

り組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 



５ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

評
価
方
法 

・技能観察 
・ノート 
・記録 
・技能テスト 
・筆記テスト    等 

・実技時の観察 
・ノート 
・レポート 
・試合時、計測時の観察 
・筆記テスト      等 

・受講態度の観察 
・ノート 
・レポート 
・見学用紙   等 

６ 学習計画                              

月 単元名 時間 

 

教材名 学習活動(指導内容) 評価方法 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

７ 

 

 

 

９ 

10 

１１ 

 

12 

１ 

２ 

３ 

体つくり運動 

 

体育理論 

 

 

陸上競技 

 

球技 

 

 

体育理論 

 

 

陸上競技 

 

球技 

 

球技 

 

球技 

 

 

９ 

 

３ 

  

 

６ 

 

２４ 

 

 

３ 

 

 

１８ 

 

１４ 

 

１４ 

 

１４ 

 

 

 

集団行動 

体力つくり 

 

 

 

短距離走 

 

ソフトボール、

テニス、サッカ

ー 

 

 

長距離走 

 

バレーボール 

 

バスケットボ

ール 

バドミントン 

集団行動、体力つくり等 

 

スポーツの始まりと変遷 

文化としてスポーツ 

オリンピックとパラリンピックの意義 

個人技能の習得 

１００ｍ走 

個人及び集団技能の習得 

ルール及び競技特性の理解 

 

スポーツが経済に及ぼす効果 

スポーツの高潔さとドーピング 

スポーツと環境 

校舎周回走 

マラソン大会 

個人及び集団技能の習得 

ルール及び競技特性の理解 

個人及び集団技能の習得 

ルール及び競技特性の理解 

個人及び集団技能の習得 

ルール及び競技特性の理解 

 

受講態度 

記録 

筆記テスト 

 

 

測定記録 

 

実技テスト 

 

 

筆記テスト 

 

 

記録 

 

実技テスト 

 

実技テスト 

     

実技テスト 

 

    

                                       計１０５時間（50分授業） 
          
７ 観点別評価を総括して評価する際の比率 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４５％ ３５％ ２０％ 

    

 

８ 担当者からの一言 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよう。 

・自他の運動を観察し、分析することで興味・関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を一緒に味わおう。 

・体育の授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあったスポーツライフを考えてみよう。 
 



令和７年度シラバス（保健体育）     学番10 新潟県立新潟向陽高等学校  

教科(科目) 保健体育（体育） 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館） 

副教材等 なし 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエー

ション・ポリシ

ー 

～卒業までにこのような資質・能力を育みます～ 

①自ら学び、自ら考え、主体的に物事に取り組む力を育成します。 

②様々な人とコミュニケーションを図り、自他を理解・尊重する心を育成します。 

③自己の進路希望を実現できる確かな学力と豊かな人間性を育み、社会に貢献できる力を育成します。 

カリキュラム・

ポリシー 

～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～ 

①多様な選択科目を設定し、得意分野の力を伸ばし、主体的に学ぶ意欲を高める授業を展開します。 

②積極的な ICTの活用や探究的な学びをとおして、思考力、自己表現力、発想力を育む授業を展開します。 

③学校行事、部活動、生徒会活動や外部と連携した学習活動をとおして、自己や他者を理解したり、社会的 

な課題や問題を知る機会を充実させたりします。 

 

 

２ 学習目標         

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生

涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成する。 

 

３ 指導の重点                  

（1）運動の合理的・計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができる

ようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。  

（2）生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や

仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。  

（3）運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違

いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

運動の合理的な実践を通して，運動の

特性に応じた段階的な技能を身に付け

ている。 

運動の合理的，計画的な実践に関する

具体的な事項及び生涯にわたって豊か

なスポーツライフを継続するための理論

について理解している。また，個人生活及

び社会生活における健康・安全につい

て，課題の解決に役立つ基礎的な事項

を理解し、技能を身につけている。 

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実

現を目指して，自己や仲間の課題に応じ

た運動の取り組み方や健康の保持及び

体力を高めるための運動の計画を工夫し

ている。また，個人生活及び社会生活に

おける健康・安全について，課題の解決

を目指して考え，判断し，それらを他者に

伝えている。 

運動の楽しさや喜びを深く味わうことがで

きるよう，運動の合理的，計画的な実践

に主体的に取り組もうとする。また， 個人

生活及び社会生活における健康・安全

について関心をもち，意欲的に学習に取

り組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 



 

５ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

評
価
方
法 

・技能観察 
・ノート 
・記録 
・技能テスト 
・筆記テスト    等 

・実技時の観察 
・ノート 
・レポート 
・試合時、計測時の観察 
・筆記テスト      等 

・受講態度の観察 
・ノート 
・レポート 
・見学用紙   等 

 

６ 学習計画                              

   月 単元名 時間 

 

教材名 学習活動(指導内容) 評価方法 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

６ 

７ 

 

 

 

９ 

10 

１１ 

 

12 

１ 

２ 

３ 

体つくり運動 

 

体育理論 

 

 

陸上競技 

 

球技 

 

 

体育理論 

 

 

陸上競技 

 

球技 

 

球技 

 

 

 

 

９ 

 

３ 

  

 

４ 

 

１３ 

 

 

３ 

 

 

１２ 

 

１３ 

 

１３ 

 

 

 

 

 

集団行動 

体つくり 

 

 

 

短距離走 

投擲 

ソフトボール 

サッカー 

テニス 

 

 

 

長距離走 

 

バレーボール 

バスケットボ

ール 

バドミントン 

卓球 

集団行動、体力つくり等 

 

スポーツにおける技能と体力 

スポーツにおける技術と戦術 

技能の上達過程と練習 

１００ｍ、ジャベリックスロー、砲丸 

個人及び集団技能の習得 

ルール及び競技特性の理解 

 

 

効果的な動きのメカニズム 

体力トレーニング 

運動やスポーツでの安全の確保 

校舎周回走 

マラソン大会 

個人及び集団技能の習得 

ルール及び競技特性の理解 

個人及び集団技能の習得 

ルール及び競技特性の理解 

 

 

受講態度 

記録 

筆記テスト 

 

 

測定記録 

 

実技テスト 

 

 

筆記テスト 

 

 

記録 

 

実技テスト 

 

実技テスト 

     

 

    

                                       計７０時間（50分授業） 
          
７ 観点別評価を総括して評価する際の比率 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４５％ ３５％ ２０％ 

 

８ 担当者からの一言 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよう。 

・自他の運動を観察し、分析することで興味・関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を一緒に味わおう。 

・体育の授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあったスポーツライフを考えてみよう。 
 



令和７年度シラバス（保健体育）     学番10 新潟県立新潟向陽高等学校  

教科(科目) 保健体育（体育） 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館） 

副教材等 なし 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエー

ション・ポリシ

ー 

～卒業までにこのような資質・能力を育みます～ 

①自ら学び、自ら考え、主体的に物事に取り組む力を育成します。 

②様々な人とコミュニケーションを図り、自他を理解・尊重する心を育成します。 

③自己の進路希望を実現できる確かな学力と豊かな人間性を育み、社会に貢献できる力を育成します。 

カリキュラム・

ポリシー 

～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～ 

①多様な選択科目を設定し、得意分野の力を伸ばし、主体的に学ぶ意欲を高める授業を展開します。 

②積極的な ICTの活用や探究的な学びをとおして、思考力、自己表現力、発想力を育む授業を展開します。 

③学校行事、部活動、生徒会活動や外部と連携した学習活動をとおして、自己や他者を理解したり、社会的 

な課題や問題を知る機会を充実させたりします。 

 

 

２ 学習目標         

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生

涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成する。 

 

３ 指導の重点                  

（1）運動の合理的・計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができる

ようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。  

（2）生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や

仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。  

（3）運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違

いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

運動の合理的な実践を通して，運動の

特性に応じた段階的な技能を身に付け

ている。 

運動の合理的，計画的な実践に関する

具体的な事項及び生涯にわたって豊か

なスポーツライフを継続するための理論

について理解している。また，個人生活及

び社会生活における健康・安全につい

て，課題の解決に役立つ基礎的な事項

を理解し、技能を身につけている。 

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実

現を目指して，自己や仲間の課題に応じ

た運動の取り組み方や健康の保持及び

体力を高めるための運動の計画を工夫し

ている。また，個人生活及び社会生活に

おける健康・安全について，課題の解決

を目指して考え，判断し，それらを他者に

伝えている。 

運動の楽しさや喜びを深く味わうことがで

きるよう，運動の合理的，計画的な実践

に主体的に取り組もうとする。また， 個人

生活及び社会生活における健康・安全

について関心をもち，意欲的に学習に取

り組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 



５ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

評
価
方
法 

・技能観察 
・ノート 
・記録 
・技能テスト 
・筆記テスト    等 

・実技時の観察 
・ノート 
・レポート 
・試合時、計測時の観察 
・筆記テスト      等 

・受講態度の観察 
・ノート 
・レポート 
・見学用紙   等 

 

６ 学習計画                              

   月 単元名 時間 教材名 学習活動(指導内容) 評価方法 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

６ 

７ 

 

 

 

９ 

10 

１１ 

 

12 

１ 

２ 

３ 

体つくり運動 

 

体育理論 

 

 

球技 

 

球技 

 

体育理論 

 

 

陸上競技 

 

球技 

 

球技 

 

球技 

 

 

９ 

 

３ 

  

 

１５ 

 

１５ 

 

３ 

 

 

１８ 

 

１４ 

 

１４ 

 

１４ 

 

 

 

集団行動 

体力つくり 

 

 

 

ソフト 

サッカー 

テニス 

 

 

 

 

長距離走 

 

バレーボール 

 

バスケットボ

ール 

バドミントン 

集団行動、体力つくり等 

 

スポーツの始まりと変遷 

文化としてスポーツ 

オリンピックとパラリンピックの意義 

 

個人及び集団技能の習得 

ルール及び競技特性の理解 

 

スポーツが経済に及ぼす効果 

スポーツの高潔さとドーピング 

スポーツと環境 

校舎周回走 

マラソン大会 

個人及び集団技能の習得 

ルール及び競技特性の理解 

個人及び集団技能の習得 

ルール及び競技特性の理解 

個人及び集団技能の習得 

ルール及び競技特性の理解 

 

受講態度 

記録 

筆記テスト 

 

 

測定記録 

 

実技テスト 

 

筆記テスト 

 

 

記録 

 

実技テスト 

 

実技テスト 

     

実技テスト 

 

    

                                       計１０５時間（50分授業） 
          

  

７ 観点別評価を総括して評価する際の比率 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４５％ ３５％ ２０％ 

 

 

８ 担当者からの一言 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよう。 

・自他の運動を観察し、分析することで興味・関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を一緒に味わおう。 

・体育の授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあったスポーツライフを考えてみよう。 
 



令和７年度シラバス（保健体育）     学番10 新潟県立新潟向陽高等学校  

教科(科目) 保健体育（保健） 単位数 １単位 年次 １年次 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館） 

副教材等 現代高等保健体育ノート 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエー

ション・ポリシ

ー 

～卒業までにこのような資質・能力を育みます～ 

①自ら学び、自ら考え、主体的に物事に取り組む力を育成します。 

②様々な人とコミュニケーションを図り、自他を理解・尊重する心を育成します。 

③自己の進路希望を実現できる確かな学力と豊かな人間性を育み、社会に貢献できる力を育成します。 

カリキュラム・

ポリシー 

～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～ 

①多様な選択科目を設定し、得意分野の力を伸ばし、主体的に学ぶ意欲を高める授業を展開します。 

②積極的な ICTの活用や探究的な学びをとおして、思考力、自己表現力、発想力を育む授業を展開します。 

③学校行事、部活動、生徒会活動や外部と連携した学習活動をとおして、自己や他者を理解したり、社会的 

な課題や問題を知る機会を充実させたりします。 

 

２ 学習目標         

保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々が自らの健康や環境を適

切に管理し，改善していくための資質・能力を育成する。 

 

３ 指導の重点                  

（1）個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるようにする。  

（2）健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的や状況に応じて

他者に伝える力を養う。  

（3）生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

健康を保持増進するための課題や個人

生活及び社会生活における健康・安全

課題の解決に役立ち、自らの健康を適

切に管理すること及び環境を改善していく

ための基礎的な事項を理解し、技能を身

に付けている。 

健康を保持増進するための課題や個人

生活及び社会生活における健康・安全

課題についての解決をめざして、知識を

活用した学習活動などにより、総合的に

考え、判断し、それらを他者に伝えてい

る。 

健康を保持増進するためには、自らの健

康を適切に管理すること及び環境を改善

していくことが重要であることに関心を持

ち、個人生活及び社会生活における健

康・安全課題について、意欲的に学習に

取り組もうとしている。 

 

５ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

評
価
方
法 

 
・受講時の観察 
・保健体育ノート 
・レポート 
・定期考査       等 

  

・受講時の観察 
・保健体育ノート 
・レポート 
・定期考査       等 

  
・受講態度の観察 
・保健体育ノート 
・レポート 

   等 

 

 

 

 



６ 学習計画                              

   月 単

元

名 

授業

時数 

教材名 学習活動(指導内容) 

 

評価方法 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

 

９ 

 

 

 

 

 

10 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現

代

社

会

と

健

康 

２ 

 

１ 

 

２ 

 

２ 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

      

１ 

 

１ 

 

１ 

 

２ 

 

１ 

 

２ 

 

１ 

 

１ 

健康の考え方と成り立ち 

 

私たちの健康のすがた 

 

生活習慣病の予防と回復 

 

がんの原因と予防 

 

がんの治療と回復 

 

運動と健康 

 

食事と健康 

 

休養・睡眠と健康 

 

喫煙と健康 

 

飲酒と健康 

 

薬物乱用と健康 

 

精神疾患の特徴 

 

精神疾患の予防 

 

精神疾患からの回復 

 

現代の感染症 

 

感染症の予防 

 

性感染症・エイズとその予防 

 

健康に関する意思決定・行動選択 

 

健康に関する環境づくり 

 

 

 

健康についての多様な考え方 

健康の成り立ちと要因 

わが国における健康水準の向上 

わが国における健康問題の変化 

生活習慣病とその種類 

予防から回復まで 

がんとその種類 

がんの予防 

がんの治療と緩和ケア 

がんと共に生きる社会づくり 

健康からみた運動の意義 

健康に良い運動のしかた 

健康的な食生活の意義 

健康に良い食事のとり方 

健康からみた休養の意義 

健康からみた睡眠の意義 

喫煙の影響 

喫煙への対策 

飲酒の影響 

飲酒への対策 

薬物乱用の影響 

薬物乱用の要因と対策 

精神疾患の要因と種類 

精神保健の今日的課題 

日常における精神疾患の予防 

精神疾患の早期発見・早期治療 

専門家による支援と治療 

社会環境の整備 

感染症とは 

さまざまな感染症 

感染症予防の３原則 

現代の感染症対策 

性感染症・エイズとは 

性感染症・エイズの予防 

意思決定・行動選択と影響を与える要因 

意思決定・行動選択を実現する工夫 

健康を保持増進するための環境 

Ｈ・Ｐの考え方にもとづく環境作り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講態度 

定期考査 

保健ノート 

レポート 



12 

 

 

 

1 

 

 

 

2 

 

 

 

安

全

な

社

会

生

活 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

２ 

 

１ 

 

２ 

 

 

事故の現状と発生要因 

 

安全な社会の形成 

 

交通における安全 

 

応急手当の意義とその基本 

 

日常的な応急手当 

 

心肺蘇生法 

事故とその被害 

事故の発生に関連する要因 

自他の安全を確保する行動 

安全を確保する社会の取り組み 

交通事故防止のための取り組み 

交通事故と運転者の責任 

応急手当の意義 

応急手当の手順 

けがに応じた応急手当 

熱中症の応急手当 

心肺蘇生法の意義と方法 

 

受講態度 

定期考査 

保健ノート 

等 

                                       計３５時間（50分授業） 
          

 

７ 課題･提出物等 

・保健体育ノート 
・学習プリント   等 
 

 

 

８ 観点別評価を総括して評価する際の比率 

    

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４５％ ３５％ ２０％ 

 

 

９ 担当者からの一言 

・健康・安全について理解し、健康的な生活行動について学習しよう。 

・日常生活で直面するであろう健康課題を知り、その解決方法を考えよう。 

・身近な健康問題に興味をもち、健康や安全についての社会的な取組や個人での対応について学習しよう。 
 



令和７年度シラバス（保健体育）     学番10 新潟県立新潟向陽高等学校  

教科(科目) 保健体育（保健） 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館） 

副教材等 現代高等保健体育ノート 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエー

ション・ポリシ

ー 

～卒業までにこのような資質・能力を育みます～ 

①自ら学び、自ら考え、主体的に物事に取り組む力を育成します。 

②様々な人とコミュニケーションを図り、自他を理解・尊重する心を育成します。 

③自己の進路希望を実現できる確かな学力と豊かな人間性を育み、社会に貢献できる力を育成します。 

カリキュラム・

ポリシー 

～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～ 

①多様な選択科目を設定し、得意分野の力を伸ばし、主体的に学ぶ意欲を高める授業を展開します。 

②積極的な ICTの活用や探究的な学びをとおして、思考力、自己表現力、発想力を育む授業を展開します。 

③学校行事、部活動、生徒会活動や外部と連携した学習活動をとおして、自己や他者を理解したり、社会的 

な課題や問題を知る機会を充実させたりします。 

 

２ 学習目標         

保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々が自らの健康や環境を適

切に管理し，改善していくための資質・能力を育成する。 

 

３ 指導の重点                  

（1）個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるようにする。  

（2）健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的や状況に応じて

他者に伝える力を養う。  

（3）生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

健康を保持増進するための課題や個人

生活及び社会生活における健康・安全

課題の解決に役立ち、自らの健康を適

切に管理すること及び環境を改善していく

ための基礎的な事項を理解し、技能を身

につけている。 

健康を保持増進するための課題や個人

生活及び社会生活における健康・安全

課題についての解決をめざして、知識を

活用した学習活動などにより、総合的に

考え、判断し、それらを他者に伝えてい

る。 

健康を保持増進するためには、自らの健

康を適切に管理すること及び環境を改善

していくことが重要であることに関心を持

ち、個人生活及び社会生活における健

康・安全課題について、意欲的に学習に

取り組もうとしている。 

 

５ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

評
価
方
法 

 
・受講時の観察 
・保健体育ノート 
・レポート 
・定期考査       等 

  

・受講時の観察 
・保健体育ノート 
・レポート 
・定期考査       等 

  
・受講態度の観察 
・保健体育ノート 
・レポート 

   等 

 

 

 

 



６ 学習計画                              

   月 単

元 

授業

時数 

教材名 学習活動(指導内容) 

 

評価方法 

４ 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

１２ 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

生

涯

を

通

じ

る

健

康 

 

 

 

 

 

 

 

健

康

を

支

え

る

環

境

づ

くり 

 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

１ 

 

１ 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

      

 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

１ 

ライフステージと健康 

 

性意識と性行動の選択 

 

妊娠・出産と健康 

 

避妊法と人工妊娠中絶 

 

結婚生活と健康 

 

中高年期と健康 

 

働くことと健康の取り組み 

 

労働災害と健康 

 

健康的な職業生活 

 

大気汚染と健康 

 

水質汚濁、土壌汚染と健康 

 

 

環境と健康にかかわる対策 

 

ごみの処理と上下水道の整備 

 

食品の安全性 

 

食品衛生にかかわる活動 

 

保健サービスとその活用 

 

医療サービスとその活用 

 

医薬品の制度とその活用 

 

様々な保健活動や社会的対策 

 

ライフステージと死亡や病気 

ライフステージの健康課題 

性意識とその尊重 

性に関する情報と性行動 

受精・妊娠・出産 

母子保健サービスの活用 

家族計画の意義と避妊法 

人工妊娠中絶 

結婚生活の基盤となる心身の発達 

結婚生活と家族の健康 

加齢による変化と健康 

こう連射の健康を支える取り組み 

働くことと健康の関わり 

働き方と健康問題の変化 

労働災害とその要因 

労働災害の防止 

職場における取り組み 

仕事と生活の調和 

大気汚染の原因と健康影響 

大気にかかわる地球規模の問題 

水質汚濁とその健康影響 

土壌汚染とその健康影響 

大気汚染、水質汚濁、土壌汚染のかかわり 

環境汚染の防止とその対策 

産業廃棄物の処理と対策 

ごみの処理の現状 

安全で良質な水の確保 

食品の安全性と健康 

食品の安全性に関する今日的課題 

食品の安全性の確保 

食品の安全と私たちの役割 

保健行政の役割 

保健サービスの活用 

医療の供給と医療保険 

医療機関と医療サービスの活用 

医薬品の種類と使用法 

医薬品の副作用と安全性を守る取り組み 

健康を支える保健活動と社会的対策 

保健活動や社会的対策への住民の理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講態度 

定期考査 

保健ノート 

レポート 

                                       計３５時間（50分授業） 
          

  

 

 



７ 課題･提出物等 

・保健体育ノート 
・学習プリント   等 
 

 

 

８ 観点別評価を総括して評価する際の比率 

    

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４５％ ３５％ ２０％ 

 

 

 

９ 担当者からの一言 

・健康・安全について理解し、健康的な生活行動について学習しよう。 

・日常生活で直面するであろう健康課題を知り、その解決方法を考えよう。 

・身近な健康問題に興味をもち、健康や安全についての社会的な取組や個人での対応について学習しよう。 
 

  


